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#　 aを 1より大きい実数とし，xy平面上の曲線 C1 : y = ax および曲線 C2 : y = loga xについて考え
る。原点を Oとし，C1 上に点 P，C2 上に点 Qをとる。このとき，以下の各問いに答えよ。
(1) Oを通る傾き kの直線が C1 に接するとき，aの値を kを用いて表せ。また，接点の座標を aを用いて
表せ。
(2) Oを通る直線が C2 に接するとき，接点の座標を aを用いて表せ。
(3) 4OPQが正三角形となるような P,Qの組の個数を，aの値で場合分けして求めよ。

グラフは次ページです。

　 (1)，(2)はいたって普通の問題ですが，(3)で豹変します。次ページの a = 1:05 » 4のグラフを見ればわか
りますが，たとえば，a = 1:05の場合，y = ax のグラフと y = (tan 15Ü)xのグラフは無限遠で交わり，さらに
y = loga xのグラフと y = (tan 15Ü)xのグラフも遙かかなたで交わります。私の場合，Texでグラフを描いて
初めて気がつきました。
　私や普通の受験生が思い付くのは，a = 1:3 » 1:4のグラフでしょう。見えているところだけで考えると，正
三角形は 1個しか見つかりません。無限遠で交わるということに気づいて初めて正解が得られわけです。なかな
か洒落た問題だと思われます。
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